
歯周病は歯周病菌による感染症です。歯周病は、歯を失う大きな原因となるだけでなく、細

菌の作り出す毒素が、全身の様々な病気の引き金になります。

また、歯周病を防ぐ生活は、生活習慣病を防ぐことにもつながるといわれています。

40歳以上の 10人に 8人が歯周病と言われています

肺炎
糖尿病

脳卒中

動脈硬化早産

お口の中は、思った以上に複雑な構造をしているため、自分で隅々まで確認す

ることは難しいです。症状がなくても、定期的に歯科医院で検診を受けることが、

早めにむし歯や歯周病をみつけることにつながります。

正しい歯磨きの方法を教えてもらうこともできますよ。

＜お口の中を守る生活習慣＞

①正しい方法で歯を磨く

歯磨きをしていても、磨き残しがあるとその場所から細菌が繁殖します。歯ブラシの届かない歯の

隙間も、歯間ブラシやデンタルフロスできれいにしましょう。

②タバコは吸わない

タバコの有害物質によって歯ぐきが弱り、歯周病にかかりやすくなります。

③栄養バランスのとれた食事

歯と歯ぐきの健康を保つため、カルシウムやたんぱく質、ビタミン等をバランスよくとりましょう。

④よくかんで食べる

よくかむことで、唾液の分泌が多くなります。唾液には口の中を殺菌し、歯垢をつきにくくする作

用があります。またあごが強くなり、歯が丈夫になります。

⑤間食に気をつける

口の中にいつも食べ物があると食べかすが残りやすく、虫歯になりやすくなります。

⑥ストレスをためない

ストレスが多いと、免疫力落ちるため、歯周病菌への抵抗力が低くなります。

⑦歯ぎしりや、歯を食いしばるくせを直す

歯に強い力が加わると、歯がすり減って弱くなってしまいます。

歯周病
放置しておくと…

ご存知でしたか？
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